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研究成果の概要（和文）： 
日本の医療面接場面におけるジェンダー、コミュニケーション、患者満足度の関連を明らか

にすることを目的とした。3 種類の研究の結果、1）OSCE 医療面接場面において、医学生のジ

ェンダーは医学生、女性模擬患者のコミュニケーション・スタイルに影響を与えていた、2）
総合診療科の外来診療場面においても、医師、患者ジェンダーは医師、患者自身および相手の

コミュニケーション・スタイルに影響を与えていた、3）患者満足度に影響を与える医師のコ

ミュニケーション・スタイルは、医師と患者のジェンダー組み合わせによって異なった、など

の結果を報告した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The aim of this study was to investigate the relationships among physician and patient 
gender, communication style, and patient satisfaction in Japan. The results showed that; 1) 
communication style of medical students and female standardized patients were affected 
by medical students’ gender in an objective structured clinical examination (OSCE), 2) 
communication style of physician and patients were affected by physician and patient 
gender and their combinations during the first primary care visits, 3) the relationships 
between physician communication style and patient satisfaction were different among 
physician-patient gender combinations during the first primary care visits. 
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１．研究開始当初の背景 
 欧米では、診療場面のコミュニケーション、

ジェンダー、患者満足度の間の関連について、

多くの研究が行われている。その結果、医師

のジェンダーは医師のコミュニケーショ

ン・スタイルと関連しており、女性医師は男

性医師に比べて、肯定的な発話や感情に関す

る発話、生活・心理といった医学以外の問題

についての会話が多いなどの差異が報告さ

れている。このようなコミュニケーション・

スタイルは患者満足度と関連すると言われ

ていることから、患者は男性医師より女性医

師に対してより満足すると考えられるが、実

際にこの点について調べた研究は、患者は女

性医師により満足する、男性医師により満足

する、医師ジェンダーと患者満足度には関連

がない、など様々な結果を示している。これ

は、診療場面におけるジェンダー、コミュニ

ケーション・スタイル、患者満足度の関連に

ついてより詳細に調べる研究の必要性を示

唆している。 
 一方国内では、医療コミュニケーションを

ジェンダーの観点から取り上げた研究は、こ

れまでのところ見られない。その背景には、

ジェンダーに限らず医療コミュニケーショ

ンの研究自体が、日本では緒についたばかり

で研究数が少ないこと、女性医師の数が少な

く女性医師の診察を受ける患者の数は限ら

れていたこと、などが考えられる。しかし、

近年女性医師の数は増加している。また現在

の深刻な医師不足の問題を考えると、女性医

師は今後日本の医療において、より重要な位

置を占めると予測される。日本でも医師ジェ

ンダー、あるいは患者ジェンダーはコミュニ

ケーションに影響を与えているのか、そして

それはどのように患者満足度といったアウ

トカムに結び付くのか。このような問題を実

証的に解明することが、現在の日本の状況で

強く求められている。 

 
 
２．研究の目的 
本研究は、日本の医療面接場面における医

師（医学生）、患者（模擬患者：SP）のジェ

ンダーとコミュニケーション、患者満足度の

関連を明らかにすることを目的に行った。具

体的には次の 3 点である。 

 
目的 1）客観的臨床能力試験（OSCE）医療

面接場面において、医学生のジェンダーは

SP とのコミュニケーション・スタイルに

影響を与えるのか 
目的 2）総合診療科の医療面接場面において、

医師および患者のジェンダーは、医師、

患者のコミュニケーション・スタイルに

影響を与えるのか 
目的 3）総合診療科の医療面接場面において、

医師と患者のジェンダー組み合わせによ

って、患者満足度に影響を与える医師の

コミュニケーション・スタイルは異なる

のか 

 
 
３．研究の方法 
目的 1） 
対象場面：2005 年度、2006 年度に名古屋大

学医学部で実施された4年次OSCE医療面接。 
対象者：受験者のうち研究協力への同意が得

られた医学生 82 名（男子 53 名、女子 29 名）

おおび SP8 名（全員女性）。 
方法：①全員から研究協力への同意を得た。

②研究代表者野呂幾久子と連携研究者阿部

恵子が、面接を録画したビデオ映像を見て、

医学生、SP それぞれのコミュニケーション



を 医療コミュニケーション分析方法である

Roter Interaction Analysis System (RIAS)
を用いてコーディングした。③医学生または

SP のカテゴリー・グループごとの発話数お

よび総発話数の平均順位が、医学生のジェン

ダーによって有意に異なるのか否かを、ノン

パラメトリック検定を用いて解析した。  

 
目的 2） 
対象場面：2009 年 4 月~2010 年 10 月に、

東京都内の 3か所の医療機関の総合診療科で

行われた医療面接場面。 
対象者：上記医療機関に勤務する医師 11 名

（男性 6 名、女性 5 名）、およびその初診外

来患者 103 名（男性 53 名、女性 50 名）。 
方法：①全員から研究協力への同意を得た。

②診療中の会話をICレコーダーで録音した。

③診療終了後、患者が患者満足度調査（日本

語版 Medical Interview Satisfaction Scale 
(MISS)）に回答した。④研究代表者野呂幾久

子と研究協力者黒澤聡子が、録音した音声を

聞き、医師、患者それぞれのコミュニケーシ

ョンを RIASでコーディングした。⑤診療時

間、医師および患者の総発話数、医師言語支

配度、医師および患者のコミュニケーショ

ン・スタイルが、医師や患者ジェンダーによ

って異なるか否かを調べるために、第一要因

を医師ジェンダー、第二要因を患者ジェンダ

ーとして、二元配置分散分析を行った。その

際、診療時間、医師ID、患者年齢を制御した。 

 
目的 3）目的 2）と方法④まで同様。 
方法：⑤医師、患者ジェンダー組み合わせに

よって患者満足度に与える医師のコミュニケ

ーション・スタイルが異なるのか否かを調べ

るために、診療時間、医師ID、患者年齢を制

御した上で、一元配置分散分析を行った。 

 

 
４．研究成果 
目的 1） 
① 医学生のコミュニケーションには 2 点の

違いが見られた。女子医学生の方が男子

医学生より、感情表出の発話、特に共感

の発話、および開かれた質問が多かった。  
② SP のコミュニケーションには 3 点の違

いが見られた。女子医学生との面接の方

が男子医学生との面接より、SP の社交的

会話、医学的情報提供、総発話数が多か

った。 
③ 以上の結果から、日本の OSCE 医療面接

場面においても、医学生のジェンダーは

医学生および SP のコミュニケーショ

ン・スタイルに影響を与えていることが

示された。また、その影響は欧米におけ

るこれまでの影響と類似していた。 
④  この研究の成果は、原著論文「客観的臨     

床能力試験（OSCE）医療面接におけるジ

ェンダーとコミュニケーション・スタイ

ルの関係」として、2010 年に、学会誌『医

学教育』に掲載された。 
 
目的 2）               
① 女性医師は男性医師に比べて言語支配度

が低く、患者への指示が少なかった。 
② 女性患者は男性患者より医学的状態・治

療方法についての質問を多く行い、男性

患者より多くの医学的情報を男性医師か

ら提供された。 
③ 医師は男性患者より女性患者に対して、

より頻繁に感情表出の発話を行い、女性

患者は男性医師との診療より女性医師と

の診療においての方が、感情表出の発話

を多く行った。 
④ 女性医師は男性患者より女性患者に対し

て、生活・心理的なことについての情報



を多く提供し、女性患者も男性医師との

診療より女性医師との診療においての方

が、より多くの情報を提供した。 
⑤ 患者は男性医師との診療より女性医師と

の診療においての方が、社交的会話の回

数が多かった。 
⑥ 以上の結果から、日本の総合診療科の初

診外来場面においても、医師、患者のジ

ェンダーは、医師、患者自身だけでなく

相手のコミュニケーション・スタイルに

も影響を与えていることが明らかになっ

た。 
⑦ この研究の成果は、2010 年の第 2 回日本

ヘルスコミュニケーション研究会にて、

「言語的コミュニケーションの量的評価

方法：RIAS を用いたコミュニケーショ

ン・ジェンダー・満足度の分析」として

口頭発表を行った。 

 
目的 3）               
① 女性医師－女性患者ペアでは、医師が肯

定的雰囲気をつくる発話や感情表出の発

話を行うと患者満足度が向上する傾向が

見られた。しかし、その他のペアでは低

下する傾向が見られた。 
② 男性医師－男子患者ペアでは、医学状態

や治療方法に関する質問および生活習

慣・社会心理的なことに関する質問が多

いと患者満足度が低下した。 
③ 男性医師－女性患者ペアでは、指示・方

向付けの発話が多いと患者満足度が低下

した。 
④ 女性医師－男性患者ペアでは、生活習

慣・社会心理的なことに関する情報提供

が多いと患者満足度が低下した。 
⑤ 以上の結果から、患者満足度に影響を与

える医師のコミュニケーション・スタイ

ルは医師と患者のジェンダー組み合わせ

によって異なることが示された。 
⑥ この研究の成果は、2012 年 9 月の

International Conference on 
Communication in Healthcare”（St。 
Andrews、  Scotland、  UK）におい

て 、 ”Correlation between Physician 

Communication Style and Patient 
Satisfaction for Different 
Combinations of Patient and Physician 
Gender in Japanese Primary Care 
Visit”として、ポスター発表が予定されて

いる。 
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